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 船舶事故調査報告書 

 

                              令和２年７月１５日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  佐 藤 雄 二（部会長） 

                         委   員  田 村 兼 吉 

                         委   員  岡 本 満喜子 

 

事故種類 浸水 

発生日時 令和元年１２月２９日 ０７時３５分ごろ 

発生場所 長崎県壱岐
い き

市壱岐島西南西方沖 

 壱岐長島灯台から真方位２７５°１.６海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３３°４３.５′ 東経１２９°３５.９′） 

事故の概要  プレジャーボートハンターは、北北東進中、アウトドライブの船尾

外板取付け部と船尾外板との間に隙間が生じ、機関室が浸水した。 

 ハンターは、主機等に濡損等を生じた。 

事故調査の経過  令和２年１月８日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

プレジャーボート ハンター、２.７トン 

 ２９０－５１９６０佐賀、個人所有 

 ７.３８ｍ（Lr）×２.１８ｍ×１.０４ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１３３kＷ、平成９年４月 

 ４サイクル、連続最大回転数毎分２,９１０、６気筒、使用燃料軽

油 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ６９歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録日 平成２９年１０月２３日 

  免許証交付日 平成３０年８月８日 

         （令和４年１０月２２日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機等に濡損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北西、風速 約３m/s、視界 良好 

海象：波高 約０.５ｍ 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人４人を乗せ、釣りの目的で、

令和元年１２月２９日０６時１５分ごろ壱岐島北西方沖に向けて佐賀

県唐津市大浦
おおうら

漁港を出港した。 

 船長は、友人に操船を行わせ、壱岐島西南西方沖を約１６ノットの

対地速力で北北東進中、主機の回転数が変動しだしたので、主機を中

立運転とし、プロペラの点検を行うことにした。 
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 船長は、０７時３５分ごろ船尾の点検口からプロペラを確認したも

のの異常を認めず、次に機関室のハッチを開けて内部を確認したとこ

ろ、機関室船尾側の船尾外板に空けられたアウトドライブ取付け口上

部から海水が機関室へ漏れているのを認め、その後アウトドライブ取

付け口下部からも海水が機関室へ浸入してきた。 

 本船は、船長が友人と共にバケツで機関室内の排水を行ったものの

排水が追いつかず、１１８番通報で海上保安庁に救助を要請し、全員

が船首側に避難した後、右舷側に傾いて転覆した。 

 船長及び友人４人は、海中に投げ出された後、船長及び友人３人が

船底に這
は

い上がり、友人１人が船の縁につかまり救助を待ち、その後

巡視艇に救助された。 

 本船は、漁業協同組合の監視船によって壱岐市勝本町の造船所まで

えい
．．

航され、機関修理業者が調査した結果、‘アウトドライブの船尾

外板取付け部’（以下「本件ブラケット部」という。）の取付けボルト

が外れ、本件ブラケット部と船尾外板との間に隙間が生じていた。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船の状況、写真２ 本件

ブラケット部の状況 参照） 

 その他の事項 本件ブラケット部は、アルミ製鋳物で、取付けボルトとして左右各

４か所に計８本の植込みボルトが植え込まれ、船尾外板の船内側から

座金を間に入れて締付けナット及び回り止めナットで取り付けるよう

になっていた。 

本件ブラケット部は、本事故後、右舷側最下部の取付けボルト以外

の取付けボルトが脱落又は植込み部から外れ、各植込み側のねじ山が

崩れた状態となり、また、船内から回収された取付けボルトの植込み

部のねじ山には腐食した白いアルミ粉が付着していた。 

取付けボルトは、長さ約１００㎜、直径約１２㎜のステンレス製ボ

ルトで、植込み部のねじ山部の長さが約１７㎜、締付け部のねじ山部

の長さが約４５㎜であった。 

本船は、平成３０年１月に中古で購入されたもので、購入以前の 

アウトドライブ等のメンテナンス状況が不明であり、また、令和元年

８月に推進器の修理（船外からアウトドライブの一部を取り外して 

修理を実施）を行った際、アウトドライブの電蝕防止用に取り付けら

れた保護亜鉛板が朽ちてほとんどなくなった状態であったので、保護

亜鉛板が交換されていた。 

船長は、出港前に機関室を点検した際、船底にビルジ等を認めてい

なかった。 

（写真３ 取付けボルトの脱落状況、写真４ 腐食したアルミ粉が付

着した取付けボルトの状況 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 

なし 
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 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

あり 

なし 

 本船は、壱岐島西南西方沖を北北東進中、取付けボルトが外れて 

本件ブラケット部と船尾外板との間に隙間が生じたことから、機関室

が浸水したものと考えられる。 

取付けボルトは、次のことにより本件ブラケットの植込み側のねじ

山が電蝕によって崩れたことから、外れた可能性があると考えられ

る。 

① 本船が本事故時まで約２２年８ヶ月と長期に渡って使用されて

いたこと。 

② 令和元年８月に実施された推進器の修理の際、アウトドライブ

の保護亜鉛板が朽ちてほとんどなくなった状態になっていたこ

と。 

③ 回収された取付けボルトの植込み部のねじ山に腐食した白いア

ルミ粉が付着していたこと。 

原因 本事故は、本船が、壱岐島西南西方沖を北北東進中、電蝕により取

付けボルトが外れて本件ブラケット部と船尾外板との間に隙間が生じ

たため、機関室が浸水したものと考えられる。 

再発防止策 

 

 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・アウトドライブ等に取り付けられた保護亜鉛板は、定期的に新替

すること。 

・長期間使用されたアウトドライブは、新替又はブラケット部の取

付けボルトの状態等を定期的に点検することが望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 

（令和元年１２月２９日０７時３５分ごろ発生） 
 

拡大図 

長崎県 

壱岐市 

壱岐長島灯台 

福岡県 

長崎県 
壱岐島 

佐 賀 県
唐津市 

大浦漁港 

壱岐島 

造船所 
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写真１ 本船の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本件ブラケット部の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アウトドライブ 

本件ブラケット部 

船尾外板 

取付けボルトの取付け穴 

この奥に保護亜鉛板が

取り付けられている。 
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写真３ 取付けボルトの脱落状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 腐食したアルミ粉が付着した取付けボルトの状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船尾外板 

（機関室後部） 

アウトドライブ 

取付けボルトが脱落

していた箇所 

植込み部で外れていた

取付けボルト 

この裏側にある取付け

ボルトは正常に締め付

けられていた。 

植込み部（ねじ山に腐食した

白いアルミ粉が付着） 
座金 ナット 回り止めナット 


